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LINEでつくる新しい遺言

※「LINE」はLINE株式会社の登録商標です。

※遺言を自動作成できるWEBサービスに関する調査（2020年2月 TPC調べ）

※「遺言」とは、自身の最期に向けての意思を残すことを言い、法的に効力を持つものを指しているわけではありません。

日本初
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想いを遺す

伝えたいその時が来るまで

世の中に「自分の遺志を残すことが必要」だと考えている人はどれほどいるのでしょうか？

実に86％の方が必要だと答えています※。しかし実際に行動に移している人は、わずか15％※。

もしもの時はいつ来るか分かりません。

その時大切な人が困らないために「遺して」おきたいことはありませんか？

今だからこそ遺しておけることがあります。

『タイムカプセル』それはあなたが大切な人に遺す、最期の贈り物。

※「遺言」に関するアンケート（2019年5月・インターネット調査 自社調べ）
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LINEで遺言を作成
いつでもどこでも手軽に。何度でも修正できる。

資産・身の回りのこと・大切な人へのメッセージなど、

9つの項目に分けてあなたの想いを記録します。

LINEさえあれば無料ですぐに始めることができ、

聞かれた質問にLINEのトーク感覚で答えていくだけで遺言を作成する

ことが出来ます。

入力を間違えたり、たとえ状況が変わったとしても、タイムカプセル

なら、カンタンに何度でも内容を修正することが出来ます。
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あなたに必要な項目を提案
ひとりひとりに合わせて最適化。

また、質問の回答に応じて、あなたが遺すべき情報を自動で提案。

どんなことを残すべきなのか…と、考えるだけで億劫になる遺言も、

タイムカプセルなら、必要な情報に絞ってお聞きするので、

質問どおりに答えていくだけで、

家族のために遺すべき情報をしっかりと遺すことができます。
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指名した人にだけ確実に共有
LINEの友だちから伝えたい人を選択するだけ。

・手軽に残せても、もしもの時に伝えたい人に伝わるのか、

・また逆に必要なときまでは内容を知られたくない…

この２つの課題を解決できるのがタイムカプセルです。

あなたが信頼する方を、LINEの友だちリストから選択して、もしもの

時に遺言を残していることを共有できます。

もちろん遺した内容は、必要なときまで相手に伝わりません。
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必要なときに、必要な情報を
家族が困らないように情報開示は二段階で。

自分が信頼する方からの申請で情報を公開します。

家族が困るのは亡くなった後だけではありません。

倒れた時、ペットの世話など身の回りの不安は？延命治療の意思は？

タイムカプセルなら、一刻を争う倒れた時、お亡くなりになった後、

二段階に分けて、適切なタイミングで必要な情報をお届けします。

もちろん、大事な情報は事実確認を徹底し、しっかりお守りします。
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利用方法

登録から遺言作成・共有

6

利用者(本人)

[遺言作成者]

伝えたい相手(子など)

[遺言受取者]
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①登録
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遺言作成者

次ページへ

サービスサイト閲覧 友だち登録 プロローグ回答 残すべき項目を提案

アプリのDLや会員登録も不要。「タイムカプセル」のLINE公式アカウントと友だち登録をするだけですぐに使えます。

10問の簡単な質問に回答。

1分程度ですぐに答えることが

できる内容です。

LINE公式アカウントと友だち登

録するだけで始められます。

アプリのDLや面倒な登録不要。

回答結果を元に、残すべきこと

が多い人・少ない人それぞれに

合わせて項目がセットされます。

「今すぐLINEで遺言をつくる」

をクリック
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②入力データ蓄積・管理
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遺言ホーム 各項目詳細 設問への回答

遺言作成者

繰り返し回答していく

好きなタイミングで、少しずつ回答ができます。

間違いや変更があってもすぐに修正が可能です。

トーク画面の下メニューから

開けるホーム画面。

全体の進捗が確認できます。

まずは「かんたんな項目から始

める」を押すと、はい・いいえで

回答できるものから手軽に回答

できます。

9つの項目にはそれぞれ具体的

な設問が含まれています。

現在の回答が確認でき、修正も

この画面から行います。

対話式で、出てくる設問に選択肢やテキストで回答。

トーク上だと複雑で答えにくい設問は、LINE内で開く、

フォームで回答していくため、どんどん進められます。
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③伝えたい相手を指名する
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遺言受取者

「届ける相手を追加」 LINEの友だちから指名 URL付きリンクが届く 「受け取る」を押下

次ページへ

トーク画面の下メニューから

「設定」＞「遺言を届ける相手を

追加」を選択します。

友だちリストから、家族など遺

言を届けたい人を指名します。

※最終的に資産などの情報も

共有されるため、信頼できる方

（配偶者や子など）のみ指名して

ください。

自分と指名した人との1:1の

トーク画面に、URL付きのメッ

セージが送られます。

サービス内容を確認した後、

「遺言を受け取る」を選択します。

遺言作成者

作成者の好きなタイミングで、遺言を伝えたい相手を指名します。指名を行うまでは、自分以外に見られることはありません。
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④受取者側の承認と登録
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遺言受取者

LINE認証 受け取りの承認 閲覧・公開申請が可能に

※常に公開を希望する

項目があれば閲覧可能

利用のためにLINE認証を行っ

てください。

再度、受け取りを承認するかの

確認を行います。

承認した場合、作成者と受取者

の紐付けが完了します。

紐付けが完了すると、

状況が変わり遺言を受け取る必

要が来るまで、特別な作業はあ

りません。 P.15 参照

（初期設定では何も公開されません）

このステップまで完了すると、自分の残した情報を必要なタイミングで相手に伝えることができるようになります。
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利用方法

もしものときの公開申請・閲覧
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伝えたい相手(子など)

[遺言受取者]

利用者(本人)

[遺言作成者]
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公開申請(倒れた時)
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遺言作成者

メニューより公開申請 状況を選択(ご入院…） 閲覧できる項目が増える ※開示ストップが可能

状況が変わった時、受取者から、

公開申請を行っていただきます。

受取者用のタイムカプセル

公式アカウントを開き、メニュー

から「遺言の公開を申請」を押し

ます。

状況で、「ご入院・余命宣告・ご

危篤」を選択します。

今まで閲覧できなかった項目が

見れるようになります。

例えば延命治療の希望や、身の

回りのことなどすぐに必要な情

報のため、

証拠の提出なしに即時開示しま

す。

開示されると作成者にも報告さ

れます。

事実と異なるなど、開示をやめ

たい場合は、作成者から「開示

ストップ」ができます。

遺言受取者

亡くなる前に家族が必要になる情報は、倒れたタイミングで閲覧することができます。
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公開申請(亡くなった時)
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状況を選択（ご逝去） 証明書類のアップロード 閲覧できる項目が増える ※開示ストップが可能

倒れた時と同じようにメニュー

から公開申請を行います。

状況で、「ご逝去」を選択します。

特に重要な情報を開示するため、

逝去を証明する書類と、申請者

の本人確認書類を提出いただ

きます。

【例】

・戸籍謄本（死亡者）

・運転免許証（申請者）

本人確認書類の確認と、作成者

本人から一定期間内に異議申

立てがなければ、

今まで閲覧できなかった項目が

公開されます。

こちらも作成者にも通知が送ら

れます。

事実と異なるなど、開示を行い

たくない場合は、作成者から「開

示ストップ」ができます。

遺言作成者遺言受取者

資産やメッセージなどは、逝去の確認を行った上で閲覧することができます。
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補足情報
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その他の機能
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遺言作成者

受取者の確認・解除 公開時期の設定 パスワードロック

作成者は、受取者に指名した方

の一覧を確認でき、解除したい

場合は解除も行えます。

項目ごとに、どのタイミングで情

報を開示するか選択できます。

デフォルトでは、健康・延命治

療・身の回りのこと・葬儀など、

逝去確認後では遅い情報は「倒

れた時」に、それ以外の資産な

どの情報は「逝去時」となります。

パスワードで保護ができます。

入力した内容の確認や、修正、

受取者変更を行うにはパスワー

ドの入力が必要になるため、

落としたり、悪意のある他人に

勝手にスマホを触られた場合の

被害を防ぐことができます。
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資産に限らず、知らないと家族が困る情報と、想いも伝えることができます。

項目について
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プロフィール

・基本情報

・本籍地 など

資産

・資産

・負債

・カード

・保険 など

身の回りのこと

・引き落とし

・携帯・PC・SNS

・ペット

・子供 など

健康

・病歴

・アレルギー

・服用中の薬

告知・延命

・告知

・延命治療

・臓器提供の意思

葬儀・納骨

・葬儀

・納骨

自分史

・ライフイベント

・思い出

夢

・叶えたい夢

大切な人へのメッセージ

・メッセージ
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(補足)自筆証書遺言機能について
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相続に関係のない

・身の回りのこと

・延命・葬儀などの希望

・メッセージ

はLINEで完結

２．指示どおり書写 ３．法務局へ提出

目録

2020年7月の法改正により開始する、国の「自筆証書遺言の保管制度」

タイムカプセルで作成した遺言が、手間を掛けずに、実際に効力を発揮するものに。

１．印刷

アップデートにて

機能追加予定(本年夏)
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「不透明」を「透明」に

インターネットによる情報の流通は、競争をもたらし消費者の生活をより

豊かにしてきました。

例えば24時間インターネットで予約ができるホテル予約、部屋にいながら

全国の量販店で家電の価格比較ができるサイト。

様々なサービスや商品を、便利に安く私たちが利用できるのは、企業間の

競争による恩恵であると考えております。

しかしまだ、インターネットによる情報の流通による恩恵を受けにくい業

界やサービスが多々存在し、

それでいてインターネットサービス企業が参入を諦めている業界やサービ

スが残されているのではないかとも感じております。

当社はこのような「不透明」なサービスを「透明」にし、

様々な業界に新たなイノベーションを起こすことが使命であると考えてお

ります。

会社名 株式会社ユニクエスト / UNIQUEST INC.

所在地 大阪府大阪市西区靱本町1-6-3

設立 2006年8月1日

資本金 9,150万円

事業内容

ライフエンディング関連事業

インターネットによる葬儀パッケージ商品の販売

仏壇・本位牌の販売

納骨に関するサービスの提供等

保育事業（本町おひさま保育園）

代表取締役 重野 心平

従業員数
197名（社員145名、アルバイト52名）

※2020年2月現在

企業理念 会社概要
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timecap.jp

報道関係者様からのお問合せは

pr@uqo.jp （広報担当 宛）

その他サービスに関するお問合せは https://www.uqo.jp/contact/


